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令和２年 6月 25 日（木）ホテルポートプラザちば

において、令和２年度「通常総会」を新型コロナウ

イルスの感染防止対策として出席者を可能な限り

少数とするために、事前の議決権の行使及び委任

状を主体として開催し、会長表彰式、懇親会は中止

しました。 

 

 議決権総数３２３名のうち２３２名（出席２５名、

議決権行使１８８名、委任状１９名）が出席しまし

た。 

総会の開会にあたり、惠藤会長の挨拶後、事務

局から総会成立の報告、議長選出、議事録署名人

の承認を経て、審議に入りました。 

 

第 1号議案 令和元年度事業報告について 

第 2 号議案 令和元年度収支決算報告及び監査報

告について 

第 3 号議案 令和２年度事業計画（案）及び収支

予算（案）について 

第 4号議案  任期満了に伴う役員の改選（案）に

ついて 

第 5号議案 その他 

 

 

第 1 号議案、第 2 号議案では、令和元年度に実

施した計量協会事業内容等について報告し、異議

なく承認されました。第 3 号議案、第 4 号議案で

は、事業計画、収支予算、役員の改選について説明

し、異議なく承認されました。総会終了後、臨時理

事会を開催して、理事の互選により惠籐理事が会

長に選任されました。 

 

 

 

 

通常総会 

 

 

 会長挨拶  惠藤 敏郎 会長 

 

只今ご紹介をいただきました、会長の惠藤です。 

本日は、新型コロナウイルスの感染が危ぶまれ

る中、また、業務ご多忙の中、ご出席を賜り、お

礼を申し上げます。 

当協会では、平成２２年８月に法人化して今年

で１０周年を迎えます。その間、役員・会員皆様

方の多大なるご支援・ご協力を賜り、着実に会務

の運営を遂行できましたことに、厚く感謝申し上

げます。 

さて、今年は、新型コロナウイルスの全国的な

感染拡大により、４月７日に国から「緊急事態宣

言」が発出され、外出の自粛要請、営業施設や公

共施設等の休業要請が出されたところでありま

す。 
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このような状況下において、国民が一丸となっ

て自粛による不自由な生活等に辛抱強く又積極

的に協力した結果、感染者数が段階的に減少し、

約１ヶ月半後の５月２６日に緊急事態宣言が全

国的に解除されました。 

しかしながら、新型コロナウイルスの感染が終

息したわけではなく、今後、私たちは引き続き感

染予防対策を日常的に怠らず、「新しい生活様式」

を社会・経済全体に定着させるように努めていく

必要があります。 

また、今回の総会では、議事の審議を今まで以

上に円滑かつ簡潔に進行することや会長表彰式

及び懇親会は中止といたしました。さらに、今回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の総会に限り、出席者の規模を可能な限り少数

とするために、会員の皆様に対して事前に各附議

事案の書面表決や委任状による表決のご協力を

お願いしたところです。 

 

つきましては、本日の総会では、第１号議案か

ら第４号議案までを上程しておりますので、皆様

方の十分なるご審議を賜りますようお願い申し

上げます。 

結びに、各部会のますますのご発展と、本日ご

参加の会員事業所並びに皆様方のさらなるご繁

栄・ご健勝と新型コロナウイルの感染防止に十分

ご配慮されますことをお願いして、挨拶とさせて

いただきます。 

   

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度表彰委員会審査報告 

 

(1)計量管理優良事業場・計量管理功労者 

① 計量管理優良事業場 

令和元年１０月に実施した計量管理実施状況調査書を参考に審査を行った結果、下記の通り 

決定しました。 

・ 富士石油（株）袖ケ浦製油所 

・ ヒゲタ醤油（株） 

② 計量管理功労者 

事業場推薦及び理事会推薦にもとづき審査を行った結果、下記の通り決定しました。 

・ 鈴木 秀和 殿   古河電気工業（株）千葉事業所 

(2)「計量管理強調月間」ポスター・標語入選者 

① ポスターの部 

特 賞  舘野 恵理 殿  ＪＳＲ㈱千葉工場 

優秀賞 木村 恋  殿  ＪＦＥスチール㈱東日本製鉄所 千葉地区 

髙根 千代 殿  (株)荏原製作所富津事業所 

大垣 隆  殿  ＪＮＣ石油化学㈱市原製造所 
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② 標語の部 

特 賞  

・育てよう 一人ひとりの計量意識 皆で築こう大きな信頼 

前田 和正 殿   ＪＦＥスチール㈱ 東日本製鉄所 千葉地区 

・計量器 小さなずれにも敏感に はかる熱意が生み出す品質 

石澤 淳一 殿  ＪＮＣ石油化学㈱市原製造所 

・正しい計量 確かな信頼 未来に続く技術の伝承 

大野 隆司 殿  旭国際テクネイオン㈱ 京葉事業所 

・変わる時代に変わらぬ安心 真心と技術でつなぐ計量管理 

川井 一宜 殿  出光興産㈱ 千葉事業所 

優秀賞  

・正確ですかその値 忘れてませんか点検整備 みんなで取り組む適正計量 

桑田 誠  殿  ＪＦＥスチール㈱ 東日本製鉄所 千葉地区 

・正しい知識 正しい手順 基本を守って確かな計量 

森 大悟  殿  ＪＦＥスチール㈱ 東日本製鉄所 千葉地区 

・みんなで つなげて 確かな計量 今日も安心 ワンチーム 

麻生 剛  殿  KHネオケム㈱ 千葉工場 

・慣れた作業も気を抜かず、正しい手順で正しく計量 

伊勢田 翔平 殿  古河電気工業㈱ 千葉事業所 

・ルールを守って正しい計量 日々の管理で得られる信頼 

尾形 有都 殿  三井化学㈱市原工場 

・違いを見つける真摯な目 たゆまず磨く計量技能 

筧 博行  殿  出光興産㈱ 千葉事業所 

・正しい計量 しっかり管理 あなたが支える計量管理 

栗原 祥郎 殿  ㈱フジクラ 佐倉事業所 

・しっかり校正 確かな計量 小さな努力で高まる信頼 

水之浦 力也 殿  住友化学㈱ 千葉工場 

・正しい操作で正しい計量 信頼つかむ計量管理 

寺田 修崇 殿  JSR㈱ 千葉工場 

・変わるキログラム原器 変わらぬ適正な計量 

上地 尚也 殿  丸善石油化学㈱ 千葉工場 
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計量管理優良事業場表彰を受賞して         

富士石油株式会社 

 

この度、千葉県計量協会令和２年度通常総会におき

まして、当事業所が「計量管理優良事業場」として表

彰を賜り、大変光栄に思っております。これも千葉県

計量検定所をはじめ、千葉県計量協会及び各会員皆様

のご指導、ご支援によるものと深く感謝しております。 

この機会に紙面をお借りして当事業所の計量管理

の概要につきまして紹介させて頂きます。 

 

1. 当事業所の概要 

富士石油㈱袖ケ浦製油所は 1968 年に操業を開始

しました。独自の減圧残油熱分解装置（ユリカ装置）

をはじめとする最新技術を取り入れた装置群によ

り、国内製油所の中では特に重質な原油を処理し、

付加価値の高い石油化学製品、ガソリン、灯油、軽

油等を中心に各種石油製品を生産しています。また、

国内の製油所としては最大級の専用桟橋を有効利

用し、安全・環境・品質の確保に努めつつ、さまざ

まな石油製品を国内外のお客様に提供しておりま

す。 

 

2. 計量管理実施の組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 計量管理の概要 

質量計 6 台 流量計 2000 台 

温度計 3000 台 液面計 700 台 

圧力計 1200 台 振動計 100 台 

水素イオン濃度計 環境 3 台 一般 60 台 

大気濃度計 環境10台 一般 40 台 

 

4. 計量管理規定類 

 

 

 

 

 

 

 

＊B 例規の下位に C 例規(要領書)が 32 例規ある。 

 

5. 計量器の検査設備 

(1) 基準器 

該当なし 

(2) 標準器 

オイルメーター、ディジタルマルチメーター、プ

レシジョン DC キャリブレータ、高精度ディジタル

圧力計、ハンディキャル、ディジタルマルチ温度計、

標準圧力発生器、６ダイヤル可変抵抗器、重錘型圧

力計、シース熱電対、シース測温抵抗体、温度測定

校正器、標準ガス 

(3) 検査設備 

容積式流量計検定設備 

 

6. 計量管理の管理状況 

（１） 受入検査 

当社の設計基準及び購入仕様書に基づいて、計電

課で行っています。検査項目は外観、寸法及び性能

等、機種に応じた検査を行っていますが、製造会社

の検査成績書をもって受入検査に代えることもあ

ります。 

｜

（袖ケ浦本社）

TPM推進室

（袖ケ浦本社）

（袖ケ浦本社）

計　電　課 (実施部)

安全環境部 安　全　課

環境保全課

製造二課

製造三課

工　務　部 工　務　課

工務技術課

設　備　課

生産管理グループ

品質管理グループ

総　務　部 総　務　課

購　買　課

製　造　部 製造一課

技　術　部 技術企画グループ (主管部)

技術管理グループ

情報システムグループ

生産管理部 生産計画グループ

製油所長

製油所副所長 人材育成部 技術教育グループ

Ｂ　例　規

計量管理規則 計電課管理基準

計電設備管理基準

温度計点検基準

圧力計点検基準

スチーム取引用計
器類の保全作業基準

A　例　規

設備管理規則 計装設備設計基準

計装設備工事基準
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（２） 定期検査 

計量（測）器及び保管中のものについて計電課が定

期検査を行っております。検査は各種法令、履歴等

により重要度のランクを定め定期的に実施してお

ります。又、検査成績書を作成し保存しています。 

（３） 臨時検査 

計量器使用中に疑いの生じた場合はその都度実施

しております。又、同一機種のトラブルが頻繁に発

生した時にはメーカーと共同で原因の追及を行っ

ています。 

（４） 日常点検 

製造部各グループで使用されている計量（測）器の

日常管理は運転員が行う日常点検または運転監視

によって異常がないか確認する体制をとっており

ます。 

 

7. 量目及び品質の検査 

（１） 原料 

量目： ［原油，ＮＧＬ受入規準］に基づき、タ

ンクの液面測定を行い計量結果はコン

ピューターで処理しています。 

品質： ［原油，ＮＧＬ受入規準］に基づき、抜

取りにより性状分析を行い分析結果は

コンピューターで処理し運転データと

して利用しています。 

（２） 製品 

量目： ［製造三課 海上出荷作業標準］及び

［製造三課 陸上出荷作業基準］等に基

づき、トラックスケール、容積式流量

計で計量し計量結果はコンピューター

で処理し利用しています。 

品質： ［製品規格管理規定］及び［製品検査

規準］に基づき性状分析を行っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

8. 計量管理に関する改善活動 

・ＴＰＭ活動の一環で現場設備点検や現場設備

の改善を引き続き積極的に行っております。 

・所内規則により年１回 全例規（規則、基準、

要領）の一斉点検を行い、設備管理の改善を図

っております。 

・現場点検や運転監視を行う運転員を対象に各

種計装機器についての教育を実施しており、こ

れにより計装機器の監視を強化しています。 

 

9. ISO 取得状況 

・ISO9001  ：1996 年 4 月取得 

・ISO14001 ：1999 年 3 月取得 

 

10. 教育・訓練 

（１） 一般従業員 

 ・プロセスシミュレーター及びＣＡＩ（Computer 

Assisted Instruction）による教育 

・計装担当者による計装機器の原理・構造・取扱い

の注意点について教育 

（２） 計量管理要員 

 計装設備に於ける新システム及び新計器が導入さ

れた場合、メンテナンス教育の実施や点検要領書の

作成・回覧を行っています 

（３） 協力事業場 

製品説明会への参加や更新する計装設備の検討を

共に行い、お互いの技術向上を図っています。 

 

以上、当事業所における計量管理の概要を紹介さ

せて頂きました。 

今回の表彰を機に、さらなる計量管理活動の推進

と改善に取り組んでいきたいと考えております。引

き続きご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い致します。 
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計量管理優良事業場表彰を受賞して 

 ヒゲタ醤油株式会社 生産本部 銚子工場 

 

この度、千葉県計量協会令和２年度通常総会にお

きまして、当工場が｢計量管理優良事業場｣として表

彰を賜り、大変光栄に存じます。これも千葉県計量

検定所をはじめ、千葉県計量協会及び各会員の皆様

のご指導、ご支援によるものと深く感謝申し上げま

す。 

この機会に紙面をお借りして当工場の計量管理の

概要を紹介させて頂きます。 

 

1.当社及び当工場の概要 

ヒゲタ醤油株式会社は 1616 年（元和 2年）に銚子

にて創業しました。当銚子工場は 1930 年（昭和 5年）

に建設され、約 13万ｍ２の敷地を有し、醤油及びつ

ゆ、たれ等の醤油加工品の製造を行っております。 

 

２． 計量管理の概要 

(1)計量器の種類と台数 

計量器の種類とその台数を以下に示します。 

 

 

 

質量計 257 台、温度計 96 台、圧力計 88 台、 

体積計 150 台、液面計 17 台、 

重ボーメ度計 4 台、 

騒音計  2 台、水素イオン濃度計 10 台、 

大気濃度計 13 台 

 

(2)計量管理組織 

計量管理組織の組織図を図-1 に示します。 

図-1 計量管理組織 組織図 （’19 年 12 現在） 

 

 (3)計量管理規定等 

計量管理規定及び規則の体系図を図-2 に示します。 

図-2 計量管理規定・規則 体系図 
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(4)基準器及び検査設備 

以下に所有基準器及び標準器を示します。 

① 基準器 

・質量基準器 

② 標準器 

・質量比較器  ・温度校正器、標準器   

・圧力校正器 

・比重標準器  ・pH 標準液 

 

3.計量器の管理状況 

計量器の管理はその重要度に応じ管理ランクを儲

け各管理ランクに対応した検査・点検を必要な頻度

で実施しています。表-1に管理ランクとその適用範

囲及び検査・点検項目を、表-2に検査・点検の概要

を示します。 

表-1 管理ランクとその適用範囲及び検査・点検項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-2 検査・点検内容 

 

また、表-2 に示した以外に表-3 に示す検査を適宜

実施しています。 

 

表-3 その他検査の項目とその内容 

 

4.量目及び品質の検査 

4.1.原料 

 (1)量目検査 

主原料はひょう量40tのトラックスケールで計

量しています。 

（2）品質検査 

主原料は全数成分分析と官能検査を行ってい

ます。 

 

管 理 ラ ン ク 適 用 範 囲  

定 期

検 査  

ラ イ ン

検 査  

自 主

点 検  

A ラ ン ク 

・ 取 引 ・証 明 に 使 用 する も の 

・ 測 定 値 が人 命 に 関 る も の 

・ 各 種 標 準 器 、 基 準 器  

○ ○ ○ 

B ラ ン ク 

・ 社 内 次 工 程 へ のリ リ ース の判

定 に 使 用 され る もの 

・ 社 内 の 確 認 用 に 用 い る もの 

× ○ ○ 

C ラ ン ク  

・ 測 定 結 果 が 各 種 マ ネジ メ ントシ

ス テ ム にお け る判 定 、 判 断 に 使

用 さ れ るも の 

× × ○ 

 

検 査 種

類  

内 容  時 期  主 体  

定 期 検

査  

計 量 法 に 定 め られ た 「 計 量 士 に よ

る 代 検 査 」 を 含 み 、 計 量 管 理 責

任 者 の下 に実 施 する検 査 で す。  

定 期  

計 量 管 理  

責 任 者  

（ 計 量 士 ）  

ラ イ ン

検 査  

計 量 器 の 外 観 、 可 動 性 、 基 準 点

（ 対 象 機 器 に よ る ） 、 精 度 等 を 確

認 す る も の で す 。 器 差 検 査 を 含 み

ます 。  

使 用 時  

又 は 

定 期  

計 量 管 理  

実 行 責 任 者  

自 主  

点 検  

計 量 器 の 外 観 、 可 動 性 、 基 準 点

等 を 確 認 します 。 

使 用 時  

又 は 

定 期  

計 量 管 理  

実 行 責 任 者  

 

検 査  

種 類  

内 容  時 期  主 体  

受 入  

検 査  

購 入 、 修 理 時 に 必 要 に 応 じ て 、

計 量 管 理 責 任 者 の 下 で 行 い ま

す 。 メ ー カ 等 に よ る 成 績 書 の 確

認 、社 内 検 査 等 を 行 い ます 。 

定 期  

計 量 管 理  

責 任 者  

（ 計 量 士 ） 

臨 時  

検 査  

使 用 部 門 か らの 要 請 があ っ た 時 、

又 は 計 量 管 理 責 任 者 が 必 要 と し

た 際 に行 い ま す。  

使 用 時  

又 は 

定 期  

計 量 管 理  

実 行 責 任 者  

簡 易  

修 理  

検 査  

計 量 器 を 社 内 で 簡 易 修 理 を し た

際 に 行 いま す 。 

使 用 時  

又 は 

定 期  

計 量 管 理  

実 行 責 任 者  
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4.2.製品 

 (1)量目検査 

 製品の量目検査は以下に示す 2 つの検査を実施し

ています。 

①量目自主検査 

②第 3者チェック 

以下に各検査の概要を示します。 

①量目自主検査 

本検査は「量目異常製品の出荷防止」と「入量

の安定性の継続的確認」を目的とした検査です。 

本検査のサンプル数は5本/ロットを原則とし、

その検査方法はメスシリンダーを用いた入量検

査です。 

②第 3者チェック 

本検査は「入量の量目基準に対する管理状況の

確認」を目的とし、管理状況の確認は基準に対す

る変位度（合格ランク）にて行なっています。合

格ランクは製品により 4 ランク又 6 ランクを採

用しています。 

本検査のサンプル数は10本/ロットを原則とし、

その検査方法はメスシリンダーを用いた入量検

査です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)品質検査 

 全ロットの分析、官能検査を行っています。 

 

5.教育・訓練について 

教育・訓練については主に「計量管理実行責任者」、

「計量管理担当者」を対象に計量管理責任者又は計

量管理委員会委員が行います。教育・訓練内容は 

・計量、計測に関する一般知識 

・計量器の管理方法 

・量目検査方法   等 

です。 

 

以上、当工場における計量管理の概要を紹介させ

て頂きました。 

今後も今回の表彰を励みに、更なる計量管理活動

の推進と改善に繋げていきたいと考えております。

引き続き指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し

上げます。 
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《理事会だより》 

１．第５６次全体会議議案集の承認 

第５６次全体会議議案集が令和２年４月２７日付で配

付されました。議案集の附議事項として令和元年度事

業報告、同年度収支決算報告及び監査報告、令和 2

年度事業計画（案）及び同年度収支予算（案）、役員一

部選任（案）について各議案が審議され、全５３事業所

の同意が得られ、承認されました。 

 

２．発表会・研修見学会の開催 

新型コロナウイルスのため中止と致します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

３．意見交換会の開催 （予定） 

日 時  令和２年１１月１２日（木） 

     １３：１０～１７：００  

場 所  千葉市消費生活センター  

（千葉市暮らしのプラザ） 

３階 研修講義室 

      千葉市中央区弁天一丁目２５番 1 号 

 

４．研修見学会 

  新型コロナウイルスのため中止と致します。 
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５．令和２年度の実務担当者が下記の通り決定いたしま

した。 

 

 

６．その他 

本会報とは別に第５６次全体会議議案集を計量管理

部会 HP に掲載しています。是非ご一読ください。 

HP アドレス http://www.chiba-keiryoukanri.org/ 

Ｎｏ 役　割 団　体　名 担　当　者 担 当　事 業 

戎　　勝　久
研修委員

（意見交換会、講演会担当）

研修委員
（意見交換会、講演会担当）

研修委員
（研修見学会、発表会担当）

研修副委員長
（意見交換会、講演会担当）

大　壁　　宏　康

森　　美　喜　雄
ＪＳＲ㈱

千葉工場

廣　田　　怜ヤマサ醤油㈱

研修委員
（研修見学会、発表会担当）

研修副委員長
（研修見学会、発表会担当）

広報委員

研修委員
（意見交換会、講演会担当）

㈱フジクラ
佐倉事業所

日本エマソン㈱
千葉ソリューションセンター

神東塗料㈱
千葉事業所

15 理事
横河ソリューションサービス㈱

千葉支店

林　　敏　彦

川　島　　覚

理事

11

12

13

14

10

平　田　　哲　也

理事、監事

理事

理事

理事、監事

恵藤計器㈱

理事

理事

理事

三井・ダウポリケミカル㈱
千葉工場

米屋㈱
第二工場

アズビル㈱
千葉営業所

東京計装㈱

理事

研修委員
（意見交換会、講演会担当）

表彰委員

研修委員
（研修見学会、発表会担当）

理事

研修委員長
広報委員

広報委員長八重樫　　祐　二
ライオン㈱
千葉工場

西　村　　和　雄

表彰委員長

広報委員佐久間　　真　樹
日鉄テックスエンジ㈱

君津支店

部会長

第１副部会長

第２副部会長

吉　田　　達　郎

久保　暁

5

6

7

8

伊　藤　　浩　之

9

1

2

3

4 理事

日本製粉㈱
千葉工場

冨　澤　　秀　生

キッコーマン食品㈱
野田工場

上　原　　健　一



                                              [11] 
 

 



                                              [12] 
 

 



                                              [13] 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                              [14] 
 

 


